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目的・調査方法 

 

1． 目的 

「第 2次ながおか男女共同参画基本計画」の基本目標 1にある事業「メディ

ア・リテラシー（情報解読能力）の学習機会の提供」、基本目標 4 にある事業

「男女共同参画に関する調査・研究」として以下の対象について調査・研究を

行う。 

① 市政だより及び同時配付文書（平成 30年 1月～12月） 

② 支所だより（平成 30年 1月～12月。10支所分） 

 

 

2． 調査方法 

対象となる①市政だより及び同時配布文書、②支所だより内のすべての掲載

情報を種別（1 写真、2 図表・イラスト、3 文章）に分け、男女共同参画の視

点、人権啓発の視点でチェックを行う。チェックに当たっては長岡市広報課「広

報活動の手引き」、福岡県古賀市「男女共同参画の視点から広報物における表

現のガイドライン」、福岡県田川市「公的広報の表現ガイドライン」を参考に

した。その後、課内の他 4人による二次チェックを行う。 

 

具体的なチェック内容 

・イメージの固定化をしていないか 

 悪い例：技術系＝男性、介護系＝女性 

     サッカー＝男の子、お絵かき＝女の子 

     仕事＝男性、家事＝女性 

・男女を対等な関係で描いているか 

 悪い例：上司＝男性、部下＝女性 

     加害者＝男性、被害者＝女性 

・男女で異なった表現を使用していないか 

 悪い例：委員数〇人（うち女性□人） 

     キーマン、カメラマン、父兄、看護婦など 

     女性初の～など女性を強調する表現 

・男女の写真、イラストがバランスよく登場しているか 

・男性から見ても、女性から見ても、違和感のない表現になっているか 
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3． 調査過程及び今後の予定 

 (1) 平成 30年度 

・一次チェック作業（市政だより及び同時配布文書） 

 (2) 令和元年度 

・一次チェック作業（支所だより）…5月 

・二次チェック作業       …6月 

・長岡市男女共同参画審議会で報告…7月 

・関係課に周知         …10月 

 (3) 令和 2年度 

・メディアリテラシーの研修会の開催 

・追加調査（市政だより他） 

 (4) 令和 3年度 

・メディアリテラシーの研修会の開催 

・最終報告書の作成・報告 

 

4． 報告書の活用・公表 

 報告書は、長岡市男女共同参画審議会に報告し、関係課に周知する。 
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全体概要 

 

1， 総チェック点数 

① 市政だより及び同時配付文書…2,723点 

② 支所だより        …3,062点 

  中之島…297点 

越路 …270点 

三島 …190点 

山古志…346点 

小国 …285点 

和島 …339点 

寺泊 …283点 

栃尾 …344点 

与板 …415点 

川口 …293点 

 

2， 全体概要 

すべての掲載情報を種別（1写真、2図表・イラスト、3文章）に分け、男女

共同参画の視点、人権啓発の視点でチェックを行った。その結果、主な指摘事

項は次のとおり。 

① 市政だより及び同時配付文書 

・ 成人式の写真に晴れ着の女性しか写っていない。 

・ 女性が高齢者の介護をしているイラストがあった。「介護」を表現するイ

ラストとしては問題ないが、このページの中で他に男性が介護をしてい

るイラストなどは無く、見る人に「市は介護は女性がするものという考

え方を持っている」と思われる恐れがある。 

・ 料理教室の写真に女性しか映っていないものがあった。講座に主に女性

しか参加していないというのならば仕方がないが、参加者に男女の偏り

があるのは参加者募集の方法に問題があるのではないかと思われる。 

・ 反対に、料理教室の写真にて男性を積極的に写していたものもあり、そ

の点は評価できる。炊事は女性だけがするものではなく、男女が協力し

てするものという印象を受けた。 

・ 家族のイラストの母親と思われる人が、エプロンを身に着けていた。家

事＝女性・母親というイメージがついているのではないかと思われる。

また、そのイメージが見る人に植え付ける恐れがある。 
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② 支所だより 

・ 全体的には写真など、男女ともに紹介されており評価できる。 

・ 料理関連の写真には女性のみのものが多かった。女性しか参加していな

いのであれば仕方ないが、参加者に男女の偏りがあるのは参加募集の方

法に問題があるのではないかと思われる。実際に料理教室の案内で使用

しているイラストが女性のみを使用している箇所があり、「料理をする

のは女性」というイメージを助長しているとともに、男性が申し込みに

くいのではないかと思われる。 

・ 悩み相談に使用されるイラストには悩んでいる女性や相談をする女性

が多かった。「悩んでいるのは女性」「女性のみの相談」というイメージ

が植え付けられる危険がある。 

・ 育児の相談室・茶話会等の募集記事があったが、「ママ」が含まれた名称

であったり、「ママ同士で」という説明文が使用されていた。参加の対象

は「保護者」であるが、男性・父親は参加しにくいのではないかと思わ

れる。 

 

【総括・対応案】 

・ 「市政だより」などで、男性が介護をしているイラストがないこと、家

族のイラストで母親と思われる人がエプロンをつけていることなどは、

無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）である。無意識の偏見は誰

でもが何かしら持っており、それ自体が直ちに問題となるわけではない

が、自覚しないで放置しておくと、女性への差別など様々な問題を引き

起こす要因になる。 

・ 今後、市職員が無意識の偏見に気付き、それを自覚し、広報などの取り

組みを進めていくための研修を行う必要がある。 
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個別報告 

 

 ①市政だより及び同時配布文書、②支所だよりにおいて、すべての掲載情報を種別

（1 写真、2 図表・イラスト、3 文章）に分け、男女共同参画の視点、人権啓発

の視点でチェックを行った。その結果、指摘事項は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 市政だより 1月号 10ページ ＞ 

 

 

成人式の写真が、女性しか写っ

ていない。 
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＜ 市政だより 1月号 20ページ ＞ 

 

 

お知らせ蘭に、女性が高齢者の

介護をしているイラストがあっ

た。「介護」を表現するイラストと

しては問題ないが、このページの

中で男性が介護をしているイラス

トなどはない。 

 

＜ 市政だより 3月号 15ページ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料理教室の写真に女性しか写っていない。参加者に偏りがあるなら、開催日時や募

集の方法に工夫が必要かと思われる。 
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＜ 市政だより 5月号 10ページ ＞ 

 

 

男の子は青色、女の子は赤色の制服を

着ている。園児が選んでいるのであれば

よいが、性別により色を決めているので

はないか。 

＜ ながおか社協だより 第 160号 8ページ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ボランティア募集のお知らせ欄に、女性が高齢者の介護をしているイラストがあっ

た。「介護」を表現するイラストとしては問題ないが、この冊子の中で男性が介護をし

ているイラストはない。写真に男性が使用されているのは評価できる。 
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＜ 市政だより 7 月号 33 ページ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スプレー缶の処理についての記事のイラストが、エプロンをした女性だった。注意喚

起のイラストとしては問題ないが、ゴミ出しなどの家事は女性がするもの、というイメ

ージがつく恐れがある。男女で処理しているイラストにしたり、男女を交互に使用した

りしてはどうか。 

＜ アオーレ長岡イベントカレンダー8月号 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ながおか市民活動フェスタ’18のイラストの女性が、エプロンをしている。家事・料

理をするのは女性・母親というイメージがついているのではないか。 
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＜ ながおか社協だより 第 162号 7ページ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ボランティア連絡協議会チャリティバザーのイラストの女性が、エプロンをしてい

る。家事・料理をするのは女性・母親というイメージがついているのではないか。 

 

＜ なかのしま支所からのお知らせ 4月号 1ページ ＞ 

 

 

 男の子が青色、女の子が赤色の制

服を着ている。園児が選んでいるの

であればよいが、性別により色を決

めているのではないか。（市政だよ

り 5月号 10ページと同じ） 
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＜ なかのしま支所からのお知らせ 通年 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あなたの健康相談室のイラストが、1 年を通してすべて女性だった。（3,4月はあなた

の健康相談室の記事なし、6～8月はイラストなし）あなたの健康相談室の対象は女性、 

悩んでいるのは女性、というイメージがあるのではないか。また、男性が相談しにくい

のではないかと思われる。 
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＜ みしま支所からのお知らせ 2月 3ページ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お知らせの欄に「ままのまカフェ茶話会」の記事があった。名称と募集文の「子育て

中のママ同士で」から母親限定のように読み取れる。対象は「乳児とその保護者」にな

っているが、父親は参加しにくいのではないか。 

＜ 山古志支所だより 2月号 4ページ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 たばこに関する雑学の記事の喫煙者のイラストが、男性だった。喫煙者は男性、受動

喫煙者は女性や子供、というイメージを植え付ける恐れがある。喫煙者・受動喫煙者は

男女ともに存在している。 
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＜ おぐに支所からのお知らせ 12月号 1ページ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 もてなし料理研究会の記事の写真が、女性のみしか写っていない。参加者が女性しか

いないのであれば仕方がないが、参加者に偏りがあるのは募集日程や募集方法に問題が

あるのではないか。 

＜ おぐに支所からのお知らせ 12月号 2ページ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成人式のお知らせのイラストが、女性のみだった。 
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＜ わしま支所からのお知らせ 12月号 1ページ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 炊き出し訓練の写真が女性のみだった。 

＜ てらどまり支所からのお知らせ 1月号 3ページ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「健康料理教室」の案内の記事のイラストが、女性のみだった。対象についての記載

はないが、男性は申し込みにくいのではないか。また、料理をするのは女性というイメ

ージを植え付ける恐れがある。 
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＜ てらどまり支所からのお知らせ 1月号 4ページ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小児救急医療電話相談のイラストが女性と子供だった。相談の対象が母親のみと思わ

れる可能性がある。相談の対象は母親だけではなく、父親や家族も含まれているのでは

ないか。 

＜ てらどまり支所からのお知らせ 2月号 2ページ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「健康料理教室」の写真が女性のみだった。参加者に偏りがあるのは、開催日時や募

集案内に問題があるのではないか。 
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＜ とちお支所からのお知らせ 3月号 3ページ、5月号 3ページ ＞ 

 

 

 

 フラダンス教室のイラストが女性のみだっ

た。5 月号に関しては募集対象が女性のみとな

ている。フラダンス自体に男女の制限はない

が、募集で女性限定にしているのは何故か。 
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＜ とちお支所からのお知らせ 9月号 2ページ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公民館料理講座の募集のイラストが、女性のみだった。対象は高校生以上となってい

るが、男性は申し込みにくいのではないか。 


